
 

 

 

 

 

 

 

 

本校には２年次からの選択科目として福祉コースが設置されていて、科目選択した生

徒は介護職員初任者研修を取得する等福祉マインドを高めることができている。しかし、

福祉コースを選択する生徒は学年の５～７％にとどまっているので、道徳教育を通して、

学校の特色の一つである福祉マインドを育成することを目的として以下の通り研究に取

り組んだ。 

（１）城西国際大学福祉総合学科と連携し、共生社会を目指して「パラスポーツを通した

インクルーシブ教育の充実」に取り組み、福祉マインドの育成を図る。 

（２）研究実施前後での生徒へのアンケートにより福祉マインドの向上を検証する。 

 

 

 

城西国際大学、福祉総合学科長・小川智子教授に 

講演をいただき、「障がい者スポーツの魅力を一緒に  

考えよう」をテーマに障がい者のストレングス視点 

からパラスポーツの魅力を共に考えた。 

１１月のパラスポーツ体験公開授業にむけて、パ 

ラスポーツについて基本的な知識や接し方を学ぶ良 

い機会となった。 

 

 

 

  地域の福祉協議会や福祉団体と連携し、高校在学 

中も含め卒業後の生活においても、困った時に相談  

ができたり援助してもらえる社会のセーフティーネ 

ット組織について知る機会とする。フードロス削減  

のための取組についても紹介した。 

 

令和６年度 特色ある道徳教育推進校 

県立松尾高等学校 

研究主題 

福祉マインドを育成し、コミュニケーション能力を高める道徳教育の充実 

取組１ 福祉マインドの育成 

工夫１ 生徒全員の福祉マインドの向上 

工夫２ 外部講師による事前研修会 

工夫３ 居場所カフェの実施 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組２ 学校教育全体を通した道徳教育の充実 

重点目標にある「グローカル人材育成に向けた取組の充実」を達成するため、地元の自治

体や企業との連携により異文化を理解させグローカルな視点を育成することに関連させ、

地域の方々より講演をいただいた。 

総合的な探究の時間や特別活動の時間を活用して道徳教育を行った。 

 

主な成果（〇）と課題（●） 

◯パラスポーツに対しての考えでは、「みんなで楽しみながら行えるスポーツ」や「面白

い」の問いに対して、肯定的な意見は事前に比べてパラスポーツ体験後では９０％を

超えている。アンケートから生徒の内面の変化をとらえることができた。また、「パラ

スポーツと聞いて何を思うか」に対して、「障害をもった人がやるスポーツ」と答えた

生徒が事前と事後では４１名から１９名へ、「どんな人でも楽しめるスポーツ」と答え

た生徒が２名から１９名へ変化していることからもパラスポーツへの認識の変化が

うかがえることからも福祉マインドが向上していると考えられる。 

●生徒同士で自分の感じたことを発表し話し合う機会を設定することで、様々な意見か

ら自分の考えを深化させる場面が必要である。教科等横断的な取り組みに発展させる

ことで主体的対話的で深い学びにつなげることが課題である。 

月 日 内　　　　　容 時数 日 内　　　　　容 時数 日 内　　　　　容 時数

11 コミュニケーション講座 1 9 入学式

18 一斉委員会（自分の役割を自覚する） 1

25 探究活動「オリエンテーション」 2

1 球技大会役割決め 1

9 進路希望調査（自分の将来を考えよう） 1 16 生徒総会 9 探究活動「My will List作成」 1

24 球技大会 4

30 文化祭役割決め 1 25 校内進路説明会 2

13 レクリエーション（学年） 1 13 探究活動「地域の課題を考える①」 1

20 明日への扉Ⅳ「一人の人として…」 1

27 プロフェッショナルから学ぶ 1

17 学年集会 1 17 防災訓練 1

18 交通安全講話 1

12 体育祭役割決め 1

19 薬物乱用防止について（標語作成） 1

27 桔梗祭 2 25 探究活動「課題の設定①」 1

28 桔梗祭 2

3 体育祭 2

10 探究活動「課題について調べる①」 2

7 防災訓練 1

14 道徳公開授業 2 2

21 生徒会役員選挙 1

28 進路ガイダンス 1

5 探究活動「課題についてまとめる①」 2

19 学年集会 1 19 薬物乱用防止教室 1

9 探究活動「発表準備①」 2

16 探究活動「発表①」 2

13 探究活動「振り返り」 2

19 学年集会 1
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　　令和６年度　「道徳」を学ぶ時間　年間指導計画表

特別活動
総合的な探究の時間

ＬＨＲ 学校行事・生徒会活動



 

 

千葉県立松尾高等学校 1 年ＡＢＣ組合同 「道徳」を学ぶ時間指導案 

令和６年１１月１７日（木） 

１ 主題名   パラスポーツ競技体験による福祉マインドの育成 

 

２ ねらいと教材 

パラスポーツの競技体験を通して、お互いを尊重し理解し合える共生社会の基盤と

なる福祉マインドの育成を図る。 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいや指導内容についての教師の捉え方 

パラスポーツ競技を体験することにより、共に命を輝かせ共に支えあう喜びを理解 

し合える共生社会を目指すとともに、その基盤となる他者に対する敬愛と助け合いの

精神を持ち実践できる力を育成することは重要である。 

 

（２）生徒のこれまでの学習状況や実態と教師の願い 

生徒の多くは障がいのある方と接した機会は少なく、障がい者に対する理解度は低

い状況である。障がい者理解の導入としてパラスポーツ体験を企画したが、生徒がど

の程度興味を示すかについては心配であった。誰でも気軽に参加できるパラスポーツ

の楽しさを十分に感じ取ることで、パラスポーツに対するイメージにも変化があるこ

とが期待する。 

 

（３）使用する教材やそれを生かす具体的な活用方法 

今回はパラスポーツ体験としてボッチャとフライングディスク及び車椅子バスケ

ットの３種目を３会場で実施した。特に車椅子バスケット元日本代表選手の巧みな車

椅子操作を目のあたりにし、さらにミニゲームを体験することでパラスポーツへの魅

力を大いに感じることができると期待する。 

 

４ 展開 

過程 学習活動と主な発問（〇） 予想される反応 
指導上の留意点 

評価 

導入 

（１０） 

・パラスポーツを体験する

目的を確認する。 

 ・目的を生徒にはっきり

伝える。 

・安全のため指示に従う

ことを伝える。 

展開 

(９０) 

以下の３種目に分かれ、３０

分ごとにローテーションし

 

 

 

 

授業実践事例 



て体験する。 

車いすバスケットボール 

フライングディスク 

ボッチャ 

・種目担当者から説明の後

に競技を体験する。 

〇ルールや競技方法につい

て質問があるか。 

〇各種目のどのようなとこ

ろに興味があるか。 

〇競技方法についての

質問。 

〇競技ごとの面白さの

追求や興味関心の増加。 

・わからないことは担当

者に直接質問させて

コミュニケーション

をとらせる。 

 

・準備や片づけを自主的

に行動させる。                                                     

終末 

（１０） 

・アンケートや振り返りシ

ートへの記入。 

 ・パラスポーツに対する

認識の変化を確認す

る。 

（５）他の教育活動との関連 

総合的な探究の時間では、共生社会について取り組んでいるグループも多く、今回の

取組からさらに発展させることとで、有意義な活動となることが期待できる。 

 

５ 授業の様子 

（１）体験の様子 

体験用に１２台ものバスケットボール用の車椅子の準

備をしていただいた結果、生徒全員がその操作性の良さを

体感し、ミニゲームまで体験することができた。 

 

（２）生徒の様子 

パラスポーツに対しての考えでは、「みんなで楽しみながら行えるスポーツ」や「面 

白い」の問いに対して、肯定的な意見は事前に比べてパラスポーツ体験後の事後では 

９０％を超えており、とくに「そう思う」と回答した生徒の増加が著しい。 

 


